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１．ビジョン策定の趣旨

吉賀町では、「第２次吉賀町まちづくり計画」（平成29年度～令和８年度）を策定

し、「自然の恵みに育まれ、人と共に生きる自立発展のまち」を将来像として掲げ、

町の９割を占める森林や清流・高津川とその流域に広がる農地を活かし、「環境と調

和のとれた農林水産業の振興」を基本として特徴ある農業の振興に取り組んできまし

た。

こうしたなかでも、米価の低迷や農家の高齢化、後継者不足は地域農業の将来に大

きく影を落とし、農地を良好に保全していく上での問題となっています。

一方、ここ数年、取り組んできた新規就農者の受け入れ、定住促進の取組では大き

な成果も現れています。また、スマート農業に代表される農業技術の革新も進み、令

和４年４月に「みどりの食料システム法（略称）」が成立し、国では、環境と調和の

とれた食料システム確立に向け、資材やエネルギーの調達から生産、流通販売、消費

に至るまで、様々な施策が講じられることとなりました。これにより、これまで本町

が目指し、進めてきた農業を後押しする条件も整ってきました。

ここに、改めて地域農業が抱える問題、取り組むべき課題を整理し、本町が目指す

農業の将来像を実現するための施策指針として「吉賀町農業振興ビジョン」を策定す

ることとしました。

【豊かな自然、清流・高津川】
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１．ビジョンの位置付け

このビジョンは、「第２次吉賀町まちづくり計画」を上位計画とした農業振興に係

る部門計画として位置付け、吉賀町が目指す農業の将来像とその実現に向けて取り組

む施策の基本的な考え方及び施策展開の方向性を示す長期的な計画として策定するも

のです。

ビジョン策定に際しては、関連計画との整合性に留意しつつ、また、今後策定する

諸計画の基礎としても位置付けます。

第２次吉賀町まちづくり計画

平成２９（２０１７）年度～令和８（２０２６）年度

まち・ひと・しごと創生

第２期吉賀町総合戦略

令和４（２０２２）年度～令和８（２０２６）年度

吉賀町農業振興ビジョン

令和５（２０２３）年度～令和１４（２０３２）年度

⚫環境と調和のとれた産業の振興
①生産と収入の安定化

②有機農業の推進

③生産基盤の整備

④遊休農地の利用促進

⑤地産地消の推進

⚫暮らしの基盤となるしごとをつくる
農業の生産性と収益性の向上、意欲ある多様な

担い手の確保などに取り組み、持続可能な農業・

産地を目指す。
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表１－１　上位計画とビジョンの目標年次

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４

計画 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

第２次吉賀町まちづくり
計画（平成２７年度～令
和８年度）

第２期吉賀町総合戦略
（令和４年度～８年度）

吉賀町農業振興ビジョ
ン（令和５年度～１４年
度）

注）社会経済、政策等情勢変化を踏まえ見直しを行う場合があります

２．目標年次

このビジョンの計画期間は令和５（2023）年度から令和14（2032）年度までとし

ます。

なお、社会経済、政策等の情勢を踏まえ、必要に応じて中間見直しを行います。

【田園風景】
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